
　

十
月
五
日
︵
日
︶、
沖
縄
県
中
城
湾
港

泡
瀬
干
潟
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
那
覇
港

湾
空
港
工
事
事
務
所
中
城
湾
港
出
張
所

主
催
イ
ベ
ン
ト
、
海
の
自
然
学
習
会

﹃
親
子
で﹁
愛
す
ボ
ン
ボ
ン
元
気
海
？
﹂﹄

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
城
湾
港
泡
瀬
地

区
事
業
の
説
明
を
行
う
と
同
時
に
、
泡

瀬
干
潟
の
生
き
物
や
自
然
環
境
に
ふ
れ

あ
う
こ
と
に
よ
り
、
海
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

い
ま
し
た
。ま
た
、
今
回
、
イ
ベ
ン
ト
運

営
に
つ
い
て
、﹁
子
供
た
ち
へ
の
体
験

学
習
の
提
供
﹂を
目
的
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
共
同
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た

ち
が
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
教
育
の
場

を
提
供
し
ま
し
た
。

　

一
風
変
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
名
は
、
風

船
の
中
に
入
っ
た
ア
イ
ス
ボ
ン
ボ
ン

と
、
発
見
・
驚
き
が
詰
ま
っ
た
催
し
の

内
容
を
掛
け
た
も
の
で
す
。

　

親
子
百
六
十
五
名
が
参
加
し
、
ヒ
ン

ト
や
指
示
を
手
が
か
り
に
品
物
を
集
め

る
﹁
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
﹂、﹁
海

族
冒
険
ク
ル
ー
ズ
﹂、
海
辺
の
漂
着
物

な
ど
を
使
っ
た﹁
お
洒
落
な
海
ア
ー
ト
﹂

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国

人
の
参
加
も

あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
片

言
の
英
語
を

使
い
な
が
ら

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
る
姿

も
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト

は
当
事
務
所

で
は
初
め
て

の
試
み
で
し

た
が
、
今
後

も
様
々
な
角

度
か
ら
港
湾

事
業
や
環
境

保
全
へ
の
取

り
組
み
に
つ

い
て
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
に

密
着
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
行
く

予
定
で
す
。

　

公
共
交
通
以
外
の
車
両
を
規
制
し
、

道
路
を
歩
行
者
に
開
放
す
る
那
覇
市
国

際
通
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
マ
イ
ル
社
会
実

験
が
、
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

︵
金
︶〜
二
十
三
日
︵
日
︶の
三
日
間
、
午

後
二
時
か
ら
午
後
八
時
に
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
来
街
者
数
は
七
万
五
千
人

余
り
、
金
曜
日
及
び
土
曜
日
は
雨
の
影

響
も
あ
っ
て
、
来
街
者
が
少
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
日
曜
日
は
曇
り
の
天
気

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
来
街
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、
通
り
内
の
移
動
の
円
活

化
を
図
る
と
共
に
、
国
際
通
り
周
辺
地

区
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
既
存
路
線
バ
ス
と

の
連
絡
を
図
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
バ
ス
の

有
料
運
行
実
験
︵
百
円
／
回
︵
三
百
円

／
日：

一
日
共
通
乗
車
券
︶
を
行
い
ま

し
た
。

　

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
バ
ス
は
、
国
際
通
り

ル
ー
ト
、
天
久
ル
ー
ト
、
若
狭
ル
ー
ト

の
三
日
間
合
計
で
二
千
二
百
九
十
九
人

︵
来
街
者
の
約
三
％
︶が
利
用
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
交

通
量
調
査
等
の
分
析
を
行
い
取
り
ま
と

め
て
行
く
予
定
で
す
。
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││

那那
覇覇
市市
国国
際際
通通
りり
トト
ララ
ンン
ジジ
ッッ
トト
ママ
イイ
ルル
社社
会会
実実
験験
にに
つつ
いい
てて
││

▲スカベンジャーハントでチームリーダー
　からの指示を真剣に聞く参加者

▼元気いっぱい“海族”

▲船長から海族の心得を学ぶ


